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授業概要 

 20 世紀末以降、我が国は人口減少、少子高齢化、経済低成長な

どの問題に直面しており、社会構造の変化に対応した様々な改革

が求められている。成長社会で築き上げられてきた法律・制度と

地域の実情の間にキャップが生じることで、人々の営みや都市シ

ステムに悪影響を及ぼしており、それらの課題は、都市デザイ

ン・地域計画の専門分野からのアプローチにより解決することが

求められる。また課題先進地域の中には、多様な主体の努力と創

意工夫によりモデル的な地域づくりを実践し、新たなライフスタ

イルの創造、自治の仕組みの革新、事業スキームの構築などが成

果として現れている地域も存在する。現地に入り込んで先進的な

都市・地域づくりの実践モデルを生み出すことに加えて、先進的

な取組みの成果を適切に評価して知見を蓄積することも重要で

す。 

 以上の問題意識と価値観に基づき、都市・地域デザイン研究で

は、国内外のまち・都市・地域を対象とし、現地での丹念なフィ

ールドワークによる課題発見とデータ分析を通したメカニズムの

解明、プランナー視点での解決策の提示を目指します。都市・地

域デザインの「デザイン」には、計画する、設計する、運営する

など多様なデザイン行為の意味を込めており、地域の現状に応じ

た解決策を想像・実行する能力が求められます。このようなプラ

ンナーとしての能力の習得には、履修生の興味関心と問題意識を

出発点とし、教員と学生間での協働作業を通じて、論理的思考能

力と共感を生むデザイン能力を育まなければなりません。 

 ゼミナールⅠでは、関連文献の輪読により専門分野の基礎知識

を習熟し、都市デザインと地域計画の考え方を理解します。ま

た、個人の興味関心と問題意識を深掘りするとともに、基本的な

研究の進め方や調査分析手法を学びます。ゼミⅡとゼミⅢにおい

て、卒業論文研究と実践的プロジェクトに携わるための基礎固め

の時期に該当します。 

20 世紀末以降、我が国は人口減少、少子高齢化、経済低成長などの問題に直

面しており、社会構造の変化に対応した様々な改革が求められている。成長社

会で築き上げられてきた法律・制度と地域の実情の間にキャップが生じること

で、人々の営みや都市システムに悪影響を及ぼしており、それらの課題は、都

市デザイン・地域計画の専門分野からのアプローチにより解決することが求め

られる。また課題先進地域の中には、多様な主体の努力と創意工夫によりモデ

ル的な地域づくりを実践し、新たなライフスタイルの創造、自治の仕組みの革

新、事業スキームの構築などが成果として現れている地域も存在する。現地に

入り込んで先進的な都市・地域づくりの実践モデルを生み出すことに加えて、

先進的な取組みの成果を適切に評価して知見を蓄積することも重要です。 

 以上の問題意識と価値観に基づき、都市・地域デザイン研究では、国内外の

まち・都市・地域を対象とし、現地での丹念なフィールドワークによる課題発

見とデータ分析を通したメカニズムの解明、プランナー視点での解決策の提示

を目指します。都市・地域デザインの「デザイン」には、計画する、設計す

る、運営するなど多様なデザイン行為の意味を込めており、地域の現状に応じ

た解決策を想像・実行する能力が求められます。このようなプランナーとして

の能力の習得には、履修生の興味関心と問題意識を出発点とし、教員と学生間

での協働作業を通じて、論理的思考能力と共感を生むデザイン能力を育まなけ

ればなりません。 

 ゼミナールⅡでは、既往研究のレビューと研究テーマの設定、プレ調査の実

施と成果発表を行います。またプロジェクトごとに参考事例の収集整理とレビ

ューを行い、現地での社会・空間調査と調査結果の整理を行います。ワークシ

ョップの企画運営やプロジェクト報告書の作成をする場合もあります。 

 ゼミナールⅢでは、研究テーマに基づいた枠組みと論旨展開を定め、現地で

調査を実施し、小論文を執筆します。その後、追加調査を実施したのちに、卒

業論文の執筆・発表と研究成果の社会還元に取り組みます。また、プロジェク

トの伴走支援に加えて、国際デザインワークショップへの参加、国際学会への

論文投稿・発表、空間デザイン提案を含むポートフォリオの作成、研究室イヤ

ーブックの作成を行います。 
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授業の到達目標 

ゼミⅠ 

・都市・地域デザインの基本的な考え方を理解する 

・自身の興味関心と問題意識を明確化する 

・現場での調査方法（フィールドワークなど）と分析方法を学

ぶ 

ゼミⅡ 

・共感を生むデザイン能力とコミュニケーション能力を涵養する 

・既知の知見を体系的に理解し、論理的思考能力を培う 

・学外でのフィールドワークやワークショップを企画・遂行する 
ゼミⅢ 

・現地で事象現象を調査・分析し、新たな知見を発見する 

・研究と実践の成果をプレゼンテーションし、国内外の地域社会へ還元す

る 

・ゼミナールの記録や成果、情報を編集し、適切な形態で発信する 



教科書・ 

参考文献 

＜教科書＞ 

１）「都市を学ぶ人のためのキーワード事典 これからを見通

すテーマ 24」 饗庭伸編著 益子智之他著 学芸出版社、そ

の他適宜指示する 

２）「都市計画とまちづくりがわかる本」 小林郁雄他編著 

彰国社 

その他随時紹介する 

 

＜参考文献＞ 

１）「まちづくりの科学」 佐藤滋編著 鹿島出版会 

２）「図説 都市デザインの進め方」 佐藤滋・後藤春彦他著 

丸善 

３）「まちづくりの方法」 日本建築学会編著 日本建築学会 

４）「まちづくり教書」 佐藤滋他編著 鹿島出版会 

５）「まちづくり図解」 佐藤滋他編著 鹿島出版会 

６）「参加のデザイン道具箱 part1~part4」 浅海義治他編

著 世田谷まちづくりセンター 

７）「造景」「季刊まちづくり」（建築資料研究社）掲載の都

市・まちづくりの論文 

８）「Japanese Machizukuri and Community Engagement: 

History, Method and Practice」 Satoh S. ed. Routledge 

９）「Making Better Places: The Planning Project in 

Twenty-First century」 Healey P.  Red Globe Press 

その他随時紹介する 
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２）「図説 都市デザインの進め方」 佐藤滋・後藤春彦他著 丸善 

３）「まちづくりの方法」 日本建築学会編著 日本建築学会 

その他随時紹介する 

 

＜参考文献＞ 

１）「まちづくり教書」 佐藤滋他編著 鹿島出版会 

２）「まちづくり図解」 佐藤滋他編著 鹿島出版会 

３）「参加のデザイン道具箱 part1~part4」 浅海義治他編著 世田谷ま

ちづくりセンター 

４）「造景」「季刊まちづくり」（建築資料研究社）掲載の都市・まちづ

くりの論文 

５）「Japanese Machizukuri and Community Engagement: History, Method 

and Practice」 Satoh S. ed. Routledge 

６）「Making Better Places: The Planning Project in Twenty-First 

century」 Healey P.  Red Globe Press 

その他随時紹介する 

成績評価方法

（評価基準・ 

割合） 

試験 20% ゼミ成果発表（プレゼンテーション）を総合評価

します 

レポート 40% ゼミ成果資料の完成度を評価します 

平常点評価 40% 毎回のゼミにおける、質問や議論への積極

性と貢献度を評価します 

 

試験 20% ゼミ成果発表（プレゼンテーション）を総合評価します 

レポート 40% ゼミ成果資料の完成度を評価します 

平常点評価 40% 毎回のゼミにおける、質問や議論への積極性と貢献度を

評価します 



備考・関連 URL

等 

【ゼミナール紹介：ゼミ１期生を募集します！】 

本ゼミナールは、2024年4月に創設される「都市・地域デザイ

ン研究室」（担当教員：益子智之）により開講されます。本ゼ

ミでは、「都市・コミュニティデザイン」ゼミナール（担当教

員：卯月盛夫先生）の理念を継承し、現場に即した実践的な都

市づくり・まちづくりプロジェクトと現場に応用可能な都市・

地域デザイン研究に挑戦します。研究室の専門領域は、地域計

画、都市デザイン、コミュニティ参画、まちづくり市民事業、

都市計画史などを横断的に捉え、ゼミの活動テーマは「災害復

興」「歴史的環境保全」「公共空間再生」「参加・分権の仕組

み」「担い手」「減災」「地域福祉」「社会的共通資本」「観

光振興」「レジリエンス」など多様性を重視します。社会科学

部で学べる多領域の知を背景に、コミュニティ・社会デザイン

コースの求める基礎的能力を培い、普遍的な計画論の探究と現

場での社会変革の実践に挑戦する、自立した研究者、プランナ

ーの育成を目指します。 

２年生（ゼミナールⅠ）は、「都市・地域デザイン」に関する

基本的な知識を身につけるために、書籍の輪読や各々の興味関

心と問題意識の深掘り等を行います。また、まちづくりの現場

に触れるためにまちあるきを実施します。 

３・４年生（ゼミナールⅡ・Ⅲ）は、研究・実践テーマに応じ

て小さなゼミ（以下、小ゼミ）を編成し、小ゼミごとに活動し

ます。小ゼミでは、テーマに関連する実際のまちづくり活動に

参画しながら、その成果をまとめて研究室ゼミで共有・議論し

ます。着任時には、複数の国内外の研究・実践フィールドに入

り込めるように、準備を進めています。 

【ゼミナール紹介：ゼミナールの継続履修システムを考慮し、2025 年 4 月

からゼミ生を募集します】 

本ゼミナールは、2024 年 4 月に創設される「都市・地域デザイン研究室」

（担当教員：益子智之）により開講されます。本ゼミでは、「都市・コミ

ュニティデザイン」ゼミナール（担当教員：卯月盛夫先生）の理念を継承

し、現場に即した実践的な都市づくり・まちづくりプロジェクトと現場に

応用可能な都市・地域デザイン研究に挑戦します。研究室の専門領域は、

地域計画、都市デザイン、コミュニティ参画、まちづくり市民事業、都市

計画史などを横断的に捉え、ゼミの活動テーマは「災害復興」「歴史的環

境保全」「公共空間再生」「参加・分権の仕組み」「担い手」「減災」

「地域福祉」「社会的共通資本」「観光振興」「レジリエンス」など多様

性を重視します。社会科学部で学べる多領域の知を背景に、コミュニテ

ィ・社会デザインコースの求める基礎的能力を培い、普遍的な計画論の探

究と現場での社会変革の実践に挑戦する、自立した研究者、プランナーの

育成を目指します。 

２年生（ゼミナールⅠ）は、「都市・地域デザイン」に関する基本的な知

識を身につけるために、書籍の輪読や各々の興味関心と問題意識の深掘り

等を行います。また、まちづくりの現場に触れるためにまちあるきを実施

します。 

３・４年生（ゼミナールⅡ・Ⅲ）は、研究・実践テーマに応じて小さなゼ

ミ（以下、小ゼミ）を編成し、小ゼミごとに活動します。小ゼミでは、テ

ーマに関連する実際のまちづくり活動に参画しながら、その成果をまとめ

て研究室ゼミで共有・議論します。着任時には、複数の国内外の研究・実

践フィールドに入り込めるように、準備を進めています。 

 


